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中 野 一 新
ご紹介をいただきました中野でございます｡河上肇記念会の世話人代表を務
























































8 (586) 第176巻 第5･6号
想家としての誠実さ,言い換えれば,自分に正直に生きることに徹する河上肇
の人間としての魅力に,多くの若者たちは心を打たれ,引き込まれていったの
だと思います｡
明治末期から昭和の初めまでの20年間,京都大学に籍を置き,常に思想界,
言論界の最前線で,時代と深くかかわりながら一大論陣を張ってこられた河上
先生は,1928年に京都大学を追われ,まもなく実践活動に入られます｡そして,
5年後の1933年には治安維持法違反で検挙されます｡先生は下獄中はもとより,
出獄後も閉戸閑人と号して,沈黙をよぎなくされたまま最晩年を過ごされるこ
とになりますが,先生の研究者としての使命感,思想家としての誠実さに私淑
する学生たちの気持ちは,"河上精神の継承"というスローガンとともに戟後
の学生たちに引き継がれていきます｡河上先生が亡くなられた翌年,1947年か
ら京大経済学部の学生たちが中心になって,毎年,学生河上祭が開催されるよ
うになり,戦後の学生たちも,先生の思想や行動について繰り返し学んでいく
ことになります｡この学生河上祭は,大学紛争後まもない時期,1970年代中ご
ろまで続きます｡安保闘争のさなかの1960年に京都大学に入学した私も,学生
河上祭の実行委員会に加わって,講師の依頼やパンフレットの作成,講演会場
の確保,カンパ集め,広告取り,河上まんじゅうの発注に奔走しました｡また,
こうした準備作業の傍ら,河上先生の自叙伝や 『貧乏物語』の読書会を催して,
侃侃誇言等の論を戦わせたことを昨日のことのように覚えています｡その当時は
河上先生の馨咳に接せられた先生方が多数ご存命でしたので,､そうした先生方
が講義やゼミナールの中で,エピソードを交えて紹介される河上肇像にも,私
ども学生たちは胸をときめかせたものです｡
ところが,学生河上祭が途絶え,河上先生に直接接せられた先生方からお話
を伺う機会が少なくなるにつれて,若者たちにとって河上先生は遠い存在とな
り,現在に至っております｡この硯状を少しでも打開したいというのが,先生
の思想や生き方から多大な影響を受けた私どもの世代の率直な気持ちでありま
す｡もとより,現代世界のフレームワークは,河上先生が生きてこられた時代
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とはすっかり変わってしまいましたけれども,今また非常に緊迫した時代が到
来しつつあります｡このときに,若い人たちに河上先生の思想,河上先生の生
き方をどのように伝えていくのかということが,河上肇記念会にとっても大変
大事な課題になっているということを申し述べて,私の話を結ばせていただき
ます｡どうもありがとうございました｡
